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研究成果の概要： 

正確な書誌作成を目的として始まった分析書誌学は、書物の出所を同定したばかりではなく、

15 世紀後半における活版印刷史をも描出した。本研究では、分析書誌学の萌芽と発展の様子を、

書誌学者たちの残した文献や交流記録、ならびに図書館における彼らの実践を検証することに

よって明らかにした。その結果、書物に関心を持つ様々な職種や立場の人々の学術的交流を背

景に、書物の科学的な研究方法が確立され、その成果は図書館資源の体系化にも活かされてい

ったことがわかった。 

 

 
 

交付額 

                                 （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,300,000 0 1,300,000 

2007 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 3,000,000 510,000 3,510,000 

 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報図書館学・人文社会情報学Ａ 

キーワード：情報図書館学、分析書誌学、印刷史、印刷術、インキュナブラ 

 
１．研究開始当初の背景 
 

本研究は、研究者間の学術コミュニケーシ

ョンを理論と実践の両面から検討しつつ、分

析書誌学の成立発展の一経緯を明らかにす

るものである。分析書誌学とはどのようにし

て始まり、どのように発展を遂げたのであろ

うか。即ち、19 世紀から 20 世紀初頭におい

て、分析書誌学に関する知的交流や知識伝達

はどのようになされたのであろうか。分析書

誌学の学問全体を視野に入れ、そのすべての

系譜を明らかにすることは困難であるが、同

時代の研究成果の中に見られる研究者間の

学術的な影響関係を検討することによって、

分析書誌学分野における知識伝達の一類型

を抽出することは可能であると考える。これ

は、近年、情報社会を読み解く鍵として関心

が寄せられる学術コミュニケーションの解
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明という点からも、興味深い事柄であろう。 

分析書誌学分野における学術コミュニケ

ーションを研究対象としたものには、分析書

誌学の成立初期における書誌学者間交流に

関する研究がある。ヘリンガ夫妻（W. & L. 

Hellinga）は、書物研究に関する書簡や記録

をもとに、分析書誌学の基礎が築かれる過程

を考察した。これらは精緻で詳細な研究とし

て高く評価されているが、文献研究が中心で

あり、実践面からの考察としては不十分であ

る。また、分析書誌学のアメリカへの導入に

ついて研究されたものはほとんどない。 

資料をどのように組織化するかという図

書館の基本的なシステムには、その背景とな

った彼らの理念や研究、また相互の交流や影

響関係が具体的な形で示されていると考え

ることができる。すなわち、彼らによって体

系化されたコレクションの内容ならびにそ

の索引や検索の方法等を検討することで、よ

り実証的な形で彼らの思想や理念の交流、お

よび影響関係を裏付けることが可能になる。

このような実証的アプローチは、研究者間コ

ミュニケーションについての従来の研究に

はほとんど見られない。 

そこで、私は書誌学者たちの学術的交流に

ついて彼らの残した文献や記録だけではな

く、実践の成果、すなわち彼らの理念の具体

化として構築された図書館システムを検討

することによって、分析書誌学の萌芽と発展

のプロセスを解明したいと考えた。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、19 世紀後半から 20 世紀初頭

にかけて活躍した書誌学者たちの学術的な

コミュニケーションの実態を考察すること

を通して、分析書誌学の成立と発展の様子を

実証的に解き明かす。具体的には、書物研究

の科学的な方法を確立したヘンリー・ブラッ

ドショー（Henry Bradshaw, 1831-86）の意

思を受け継ぎ、インクナブラ（15 世紀刊本・

インキュナブラ）の史的配列法であるプロク

ター分類法を考案した大英博物館のロバー

ト・プロクター（Robert G. C. Proctor, 

1868-1903）、当該分類法を図書館の資料編成

に応用したロバート・ペディー（Robert A. 

Peddie, 1870-1951）、プロクター分類体系に

則って新たなインクナブラ・コレクションを

構築したピアス・バトラー（Pierce Butler, 

1884-1953）に焦点を当て、彼らの理論と実

践の両面から考察を行うことにより、分析書

誌学が彼らの学術的な交流関係を通してイ

ギリスからアメリカへ導入されるに至る、一

つの学術的な流れを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 

通常、研究者間の交流関係や影響関係を解

明する上では、学問的な著作、交流記録、書

簡などの文献が研究の対象とされる。本研究

では、文献のみを対象として研究するという

従来の方法ではなく、彼らの実践的側面、す

なわち研究理念や研究成果を反映している

と思われる各図書館のコレクション編成体

系をも検証し、より実証的な方法で学術上の

影響関係を解明するものである。 

平成 18 年度は、大英図書館（The British 

Library; 前大英博物館図書館部）を訪問し、

プロクターに関する資料の収集と、インクナ

ブラを体系化する方法の一つであるプロク

ター分類法の実際を調査した。インクナブラ

には、さまざまな活字が用いられており、そ

れによって印刷者や印刷年代を同定し、15 世

紀における印刷術の伝播プロセスを辿るこ

とができる。しかし、大英図書館の約一万点

のインクナブラをすべて閲覧することは不

可能である。そこで、プロクター分類法を参

照しつつ、印刷術伝播のプロセスが明確に示

されているインクナブラを抽出し、入念な観

察と代表的な頁の画像データを収集した。 

平成 19 年度は、文献解読作業とともに、

大英図書館にて 18 年度調査の補足、印刷史

専門図書館であるロンドン・セントブライド

図書館（The St Bride Library）にてプロク

ター分類法の応用の実際を調査した。 

平成 20 年度は、文献に基づき考察を進め

ると共に、シカゴ・ニューベリー図書館（The 

Newberry Library）とニューヨーク・グロリ

アクラブ図書館（The Grolier Club Library）

にて調査を行った。ニューベリー図書館では、

バトラーが収集したインクナブラ、収集時に

参考とされた販売目録、収集方針等をめぐっ

て交わされた書簡等を検証し、これまでの考

察結果を裏付けた。グロリアクラブでは、ペ

ディーに影響を与えた当クラブ図書館分類

法に関する文献を収集すると共に分類体系

の現状を調査した。 

 

４．研究成果 

 

（1）分析書誌学の成立 

 

分析書誌学は、19 世紀後半のヨーロッパに

おいて、正確な書誌を作成するために、書物

の物理的な側面、すなわち紙、活字、インク、

装丁などを研究することによって、書物の印



刷関連事項を同定するところから始まった。

その結果、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけ

て、多くのインクナブラの印刷関連事項が明

らかにされ、それに伴って 15 世紀後半ヨー

ロッパにおける印刷の歴史が輪郭を現した。 

これらの業績は一人ひとりの研究者によ

って個別に積み上げられたものではない。す

なわち、分析書誌学という新しい学問の誕生

と発展の背景には、研究者、出版印刷業者、

古書業者、図書館員といった異なる職域の

人々の知識・情報の交換と共有を通した研究

成果の積み重ねがあった 1)。 

例えば、ロンドンの印刷業者ブレイズ

（William Blades, 1824-90）は、インクナ

ブラに用いられた様々な活字体の変化に着

目し、それらを手がかりとして印刷者や印刷

年代等を同定した。また、オランダのハーグ

王立図書館長ホルトロップ（Johannes W. 

Holtlop, 1806-1870）は、インクナブラ目録

の編年順配列を試みた。彼らに積極的な助言

を行い、書物の物理面での研究を体系化しよ

うとしたのはケンブリッジ大学図書館のブ

ラッドショーであった。彼は、現存するイン

クナブラのすべてを科学的な方法で調査し、

その印刷地、印刷者、印刷年代を明らかにし、

それによってこれまで不明であった印刷術

の伝播と普及のプロセスを解明しようとし

たのである 2)。 

 

（2）大英博物館におけるプロクターの実践 

 

大英博物館のプロクターは、ブラッドショ

ーにかわりこの壮大な計画を実現した。彼は、

大英博物館とオックスフォード大学ボドレ

イ図書館に所蔵されていたすべてのインク

ナブラを対象に、それぞれの活字形態を丹念

に調査分析し、それらの印刷者、印刷地、印

刷年代を判別した。この結果をもとに、大英

博物館とボドレイ図書館の所蔵するインク

ナブラは、印刷国、印刷地、印刷者、印刷年

月の順に再編成されていった。こうしてヨー

ロッパにおける印刷術の伝播過程が地理的、

歴史的に明らかにされたのである。 

プロクターによる研究の成果は、『大英博

物館初期印刷本索引：印刷術発明から 1500

年まで』3)（以下『プロクター索引』という）

として結実した。彼はこの索引を編成するに

あたり、インクナブラに用いられている様々

な活字体を写し取り、それらをファクシミリ

化して刊行している。刊行部数はごく限られ

ていたが、それらは当時同様の研究に従事す

る書誌学者たちへ配布された。 

大英図書館には、他館では見ることができ

ないプロクターの手稿や原稿なども残され

ている。それらの資料からは、プロクターが

書誌学分野の主要メンバーとして当該分野

の発展に尽力していた様子をうかがうこと

ができる。プロクターは、オックスフォード

大学の学生時代、書誌学者として既に著名で

あったマンチェスター大学図書館のダフ（E. 

Gordon Duff, 1863-1924）に手紙を出し助言

を受けるようになったこと、後にプロクター

はダフと共に活字ファクシミリ学会（The 

Type Facsimile Society）を設立したこと、

そして活字研究のみならず会の運営にも中

心的役割を果たしたこと等がわかった。 

また、プロクターは、大英博物館図書館員

になると同時に英国書誌学会の会員となり、

研究成果を学会出版物として刊行したり学

会誌の索引作成を担うなど、積極的に会の活

動に関与した。英国書誌学会は「ブラッドシ

ョーの死後、英国の初期印刷史の研究を支え

た最も偉大な人物」とプロクターを称えた 4)。 

 

（3）セントブライド図書館におけるペディ

ーの実践 

 

ペディーは、プロクターの研究を受け継ぎ、

発展させようとした一人である。ロンドンの

セントブライド図書館は、1895 年に設立され

た印刷研究所の附属図書館として開設され

た。図書館の蔵書の中心は、寄贈されたブレ

イズの私的コレクションであった。ペディー

は、1904 年から 1916 年にかけて、セントブ

ライド図書館の館長を務めた。ペディーが館

長在任中の 20 世紀初頭は、大英博物館、オ

ックスフォード大学ボドレイ図書館、ケンブ

リッジ大学図書館等の、インクナブラを大量

に所蔵する図書館の館員と、書物に関心を持

ち自らも書誌学的な研究に熱心だった印刷

業者や書籍商らとの交流がロンドンを中心

に活発化していた時期である。セントブライ

ド図書館も、インクナブラ目録の編纂、展示

会・講演会の企画開催、研究大会の会場提供

などを積極的に行い、分析書誌学分野の研究

者交流の中心的存在の一つであった 5）。 

 ペディーは、1913 年、インクナブラ書誌の

解題『15 世紀刊本』6)を出版した。この中で、

プロクター索引は「インクナブラの大規模コ

レクションを体系的、そして科学的な方法で

編成した最初のもの」と解説されている。 

ペディーは、プロクター分類法の理念をセ

ントブライド図書館における自らの実践に

も採りいれた。例えば、1904 年に出版したセ

ントブライド図書館のインクナブラ目録で

ある。これは、ペディーがセントブライド図



書館の蔵書から 100点のインクナブラを選び、

出版したものである。目録にはプロクター分

類法が採用された。約一万点のインクナブラ

を収録した『プロクター索引』と比較すると、

100 点のインクナブラでは印刷術の伝播過程

を描くに十分とはいえないが、目録序文 7)で

は、プロクター分類法に則って自館のインク

ナブラを印刷史の観点から再編成しようと

したペディーの意図が明確に示された。 

 また別の例は、1916 年に出版されたセント

ブライド図書館分類法である。この時期、セ

ントブライド図書館は、増加し続ける多種多

様な資源を体系化する必要性に直面してい

た。ペディーは、これらの資料を有効に活用

するために、セントブライド図書館分類法を

考案した。この分類法は、ニューヨークの書

物研究者団体であるグロリアクラブの図書

館分類法を基礎として作られた。彼はその理

由を、グロリアクラブ図書館分類法はデュー

イ（Mervil Dewey, 1851-1931）の十進分類

法（DDC）を参考に編纂されたので、構成上

の展開性があり、増加する新資料に対しても

適応能力が高いから、と述べている 8）。 

しかし、ペディーは、セントブライド図書

館の資料分類に、独特の工夫をも盛り込んで

いる。それは、インクナブラを含む図書館の

全資料を印刷史という観点から組織化する

というアイディアである。すなわち、ペディ

ーの考案したセントブライド図書館分類法

には、印刷史を表現可能としたプロクター分

類法が応用されたのである。 

例えば、印刷を主題とする図書は言うまで

もなく、パンフレットやシート、活字体の印

刷見本、印刷材料や印刷機等の写真、新聞記

事の切り抜き等々の多種多様な資料は、まず

主題別に分けられ、十進式の数字による分類

記号が付与される。次にその中を印刷開始の

早い国順や都市順に分類配列されるといっ

た仕組みである。ここには、十進式分類法の

合理性と、プロクター分類法の印刷史的観点

とが適切に融合されたユニークな分類体系

の実現を見ることができる。この方針は今日

まで引き継がれ、セントブライド図書館では、

現在も資料組織体系の基本的な部分にプロ

クターの印刷史的配列法が組み込まれてお

り、近年編纂された当該図書館の目録にもそ

の影響が顕著にうかがえる。 

 

（4）ニューベリー図書館におけるバトラー

の実践 

 

 バトラーは，1920 年代から 1930 年代のは

じめにかけて，シカゴにあるニューベリー図

書館の印刷史コレクション部門（The John M. 

Wing Foundation）の責任者となり，ウィン

グ・コレクションの基礎作りに尽力した。彼

は，印刷史のなかでも特に印刷術開始の時期、

すなわち15世紀後半から15世紀末までの50

年間に関心を持っていた。ウィング・コレク

ションに含まれるインクナブラの多くは，バ

トラーによって収集されたものである 9)。 

 実際の収集活動にあたって，バトラーが終

始指針としたのはプロクター分類法であっ

た。彼は、できるだけ多くの活字体を収集す

ることで、多くの初期印刷者の出版本を集め、

結果として印刷術伝播の歴史を具視化でき

るコレクションを構築した。印刷術の伝播と

ともに、書物の形態は写本様式から標題紙等

の機能を備えた近代的な印刷本へと変容し

た。バトラーの構築したインクナブラ・コレ

クションは、活字体の変遷を示すばかりでは

なく、こうした書物変化の歴史を具体的に辿

ることができる実例集ともなった 10)。 

 バトラーがコレクション構築時にプロク

ターの活字研究成果を参照したのは、ペディ

ーから影響を受けたからであった。バトラー

は、インクナブラの収集に先立ち、代表的書

誌をもとにインクナブラを調査している。当

時は、イギリスにおける分析書誌学の発展期

であり、1915 年には、ペディーによるインク

ナブラ書誌解題『15 世紀刊本』（前章参照）

が出版されている。これは、バトラーにとっ

て言わば分析書誌学の教科書となった。 

さらに、ペディーとの直接の交流によって

バトラーはより大きな影響を受けた。ペディ

ーがセントブライド図書館からロンドンの

著名な古書店へと勤務先を移した頃、バトラ

ーはインクナブラの購入のために渡欧して

ペディーと出会っている。バトラーは、後に

ニューベリー図書館所蔵インクナブラ目録

を編纂しているが、その中で、コレクション

形成を通して出会った多くの書籍商の中で

も、特にペディーからはより多くのことがら

を学んだと記し 11）、インクナブラ収集に際し

てペディーから受けた助言や支援に対して

謝意を表明している。 

 

（5）考 察 

 

 草創期の分析書誌学は、インクナブラを研

究対象としていた。印刷術の発明と伝播の時

期に生まれたインクナブラを対象とする研

究は、活字研究という物理的特性を持つと同

時に、インクナブラの歴史を明らかにすると

いう歴史的特性をも有していた。19 世紀後半、

プロクターによって多くのインクナブラの



出版者や出版年が明らかにされ、インクナブ

ラは歴史的に再編成された。即ち、彼は活字

体の変遷を辿ることによって、印刷術の歴史

地理的な伝播過程を明らかにすることに成

功したのである。 

 ペディーは、プロクター分類法を応用して

インクナブラの印刷史的編成を行うばかり

でなく、その印刷史的体系を自館の全資料に

も適用するなど、分析書誌学を更に発展させ

た。20 世紀前半、バトラーはコレクションに

印刷史を再現するという目標を持って、イン

クナブラの収集を開始した。そのバトラーの

よき指導者となったのはペディーであった。

バトラーは、ペディーを通して書誌学の知識

を習得すると共に、インクナブラ収集におい

ても多くの助言を受けた。バトラーは、プロ

クター分類法を指針として、様々な活字体の

インクナブラを収集し、コレクションを通し

て印刷術伝播の歴史を表現した。 

 プロクター、ペディー、バトラーの 3人の

書誌学者に共通する特性は、プロクター分類

法を用いてインクナブラを歴史的観点から

体系化しようとした点にある。しかし、バト

ラーの場合は、プロクターやペディーの場合

と全く逆方向からの試みとなっている点が

興味深い。つまり、大英博物館に所蔵されて

いた 8,000点のインクナブラを歴史的観点か

ら再編成したプロクターや、セントブライド

図書館所蔵のインクナブラにプロクター分

類法を応用しようとしたペディーの場合は、

最初の段階で既に多くのインクナブラが手

元にあった。しかし、バトラーはウィング財

団の新たなコレクションを形成するという

任務のもとに、限られた予算内でインクナブ

ラを集めなければならなかった。有意義で有

益なコレクションを構築するために、バトラ

ーはプロクターの分類法を参考とした。即ち、

彼はプロクターの分類法に則って歴史的体

系の枠組みを先に設定した上で、インクナブ

ラを収集していったのである。その意味では、

イギリスにおいてインクナブラを研究対象

として生まれた分析書誌学は、その応用の過

程でアメリカに移入されたと捉えることが

できる。 

 本研究で考察対象とした、イギリスからア

メリカに至る分析書誌学の一つの流れは、当

該研究分野のアメリカへの導入をすべて解

明するものでは無論ない。言い換えれば、プ

ロクター、ペディー、バトラーへと伝達され

てゆく学識の流れは、大きな潮流のなかの一

例に過ぎない。しかし、彼等の研究活動の底

流を支える学識の生産・伝達のありようは、

今日関心が集められている情報流通という

視点から見ても興味深い。ここで抽出された

分析書誌学の発展過程における一つの流れ

は、学問の系譜や学術コミュニケーションの

構造を考える上での一つのヒントを示して

いるといえるのではないだろうか。 
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